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地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所と滋賀県琵琶湖環境科学研究センターは、 

琵琶湖・淀川水系の環境保全研究の一層の進展を図るため、包括連携協定を締結します。 

これを記念し“水”を通して琵琶湖や淀川、大阪湾の恵みを考えるシンポジウムを開催します。 
 

今回のシンポジウムでは、大阪産業大学の津野教授を講師にお招きし、琵琶湖から淀川そして

大阪湾の水環境をめぐる、これまでの歴史や課題について、ご専門の立場からわかりやすく解説

いただきます。 

また、琵琶湖環境科学研究センターからは、約 1,450 万人が生活用水として利用している琵琶湖

の水質を守るために実施しているプランクトンの変遷と沿岸帯の機能に関する研究を、環境農林水産

総合研究所からは、外来生物の駆除によるイタセンパラ (淀川の天然記念物）復活の取組みを例

に在来魚が生息する良好な水環境を守る研究についてご紹介します。皆様のご参加をお待ちしてお

ります。 

 

記 

 

１ 日 時 平成 27 年 1 月 30 日（金曜日）13 時 30 分～16 時 30 分（開場 13 時 00 分） 
 
２ 場 所 大阪府立国際会議場（グランキューブ大阪）10 階 1001・1002 会議室 

（大阪市北区中之島 5−3−51） 
 
３ 定 員 100 名（要事前申込、申込先着順） 
 
４ 参加費 無料 
 
※詳細については添付のチラシをご参照ください。（後援：依頼中を含む） 

問い合わせ先 

地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所

 担当：経営企画室 推進グループ 古川 
 電話：072-979-7070（直通） 

滋賀県琵琶湖環境科学研究センター 
 担当：管理部 企画管理担当   中村 
 電話：077-526-4800（直通） 

 

連携協定記念シンポジウム 

『水の恵みを琵琶湖から大阪へつなぐ』を開催します 

滋賀県琵琶湖環境科学研究センタ－ 

 


